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region (16). The low motion region (70) has a base material sheet and a sil
icon resin whicn i s applied to the base material sheet.
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非肌対 向面の摩擦抵抗 が小 さ くされ た使 い捨 て吸収性物 品を提供す る。 尿パ ッ ド （1 ) は 、横 方 向
( X ) にお ける寸法 を二等分す る仮想縦 中心線 （2 — 2 ) と、縦 方 向 （Y ) に お ける寸法 を二等分す る

仮想横 中心線 （3 — 3 ) と、縦 方 向 （Y ) にお ける寸法 を約三等分 した中央 にお ける中間領域 （1 4 )
と、前 方領域 （1 5 ) と、後方領域 （1 6 ) と を有す る。尿パ ッ ド （1 ) は、肌対 向面 に位置 す る表面
シー ト （2 0 ) と、非肌対 向面 に位置す る裏面 シ一 ト （3 0 ) と、 これ らシ一 ト （2 0 , 3 0 ) の 間 に
位置す る吸収体 （4 0 ) とを含 む。尿パ ッ ド （1 ) の裏面 シー ト （3 0 ) の非肌 対 向面 には、他 の領域
よ りも摩擦抵抗 が小 さい低摩擦領域 （7 0 ) が 形成 され る。低摩擦領域 （7 0 ) は、仮想横 中心線 （3
- 3 ) と後 端縁 （1 2 ) との 間、 よ り好 ま しくは、後 方領 域 （1 6 ) に配置 され る。低 摩 擦領 域 （7
0 ) は、基材 シー トと、基材 シー トに塗布 され た シ リコン樹脂 とを有す る。



明 細 書

発明の名称 ：使い捨て吸収性物品

技術分野

[0001 ] この発明は、使い捨て吸収性物品に関し、より詳 しくは、褥瘡予防の手段

を有する使い捨て尿パッド、使い捨ておむつ、使い捨て失禁パンツ等の使い

捨て吸収性物品に関する。

背景技術

[0002] 従来、褥瘡予防の手段を有する吸収性物品は公知である。例えば、特許文

献 1 には、表面シ一 卜および裏面シ一 卜と、これらシ一 卜の間に介在された

吸収体とを有するおむつが開示され、吸収体は吸収コアが積層された積層構

造を有 し、これら吸収コアが層間で互いにせん断方向に移動可能とされてい

る。吸収コアがせん断方向に移動可能にされることによって、おむつの肌対

向面と、着用者の肌との間に強い摩擦抵抗が生じるのを防止する。例えば、

寝たきりの着用者の上半身を起こすために、べッドの一部を起立させ背もた

れとして使用することがある。このようにベッドを起立させた際に、ベッド

の背もたれに対 して着用者がずり下がるように移動 し、着用者の肌とおむつ

との間に強い摩擦が生じるとともに、これら間にせん断力が生じる。着用者

の肌とおむつとの間に生じるせん断力が、着用者の褥瘡発生の原因のひとつ

であるから、これを抑制することによって、褥瘡の発生を予防することがで

きる。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 8 — 1 8 3 1 5 9 号公報 （J P 2 0 0 8 — 1 8 3 1 5

9 A )

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] 上記のような特許文献 1 において、着用者の肌と吸収性物品との関係につ



いて開示されているが、吸収性物品とその外側に位置する着衣等との関係に

ついては開示されていない。例えば、吸収性物品と着衣等の間の摩擦抵抗を

小さくすることによって、吸収性物品と着衣とが相対的に移動し易くなり、

その分、吸収性物品が着用者の肌に対してずれ難くなる。したがって、着用

者の肌と吸収性物品との間のせん断力を小さくすることができ、褥瘡の予防

ができるが、特許文献 1は、これについては教示していない。なお、特許文

献 1は、吸収性物品に好適な包装体に関して教示していない。

[0005] この発明では、非肌対向面の摩擦抵抗が小さくされた使い捨て吸収性物品

を提供することを課題とする。

課題を解決するための手段
[0006] この発明の第 1実施形態は、縦方向および横方向を有し、肌対向面および

その反対側である非肌対向面と、前記縦方向における寸法を二等分する仮想

横中心線および前記横方向における寸法を二等分する仮想縦中心線と、前記

横方向へ延びる前後端縁と、前記肌対向面に位置する表面シートと、前記非

肌対向面に位置する裏面シ一卜と、前記表裏面シ一卜の間に位置する吸収体

とを含む使い捨て吸収性物品の改良にかかわる。

[0007] この発明の第 1実施形態は、前記使い捨て吸収性物品において、前記非肌

対向面には、他の領域よりも摩擦抵抗の小さい低摩擦領域が設けられ、前記

低摩擦領域は、前記仮想横中心線と前記後端縁との間に位置することを特徴

とする。

[0008] この発明の第 2 および第3 実施形態は、前記使い捨て吸収性物品が、前記

横方向へ延びる折曲線に沿って折り畳まれて、その厚さ方向に複数積層され

て包装用袋に収納された使い捨て吸収性物品の包装体を含む。

[0009] この発明の第 2 実施形態は、前記使い捨て吸収性物品が、前記横方向へ延

びるとともに前記縦方向へ離間される第 1および第 2 折曲線と、前記後端縁

と前記第 1折曲線との間で画定された後方領域と、前記第 1および第 2 折曲

線の間で画定された中間領域と、前記第 2 折曲線と前記前端縁との間で画定

された前方領域と、前記後方領域に位置するとともに前記非肌対向面に設け



られ前記裏面シー 卜よりも摩擦抵抗の小さい前記低摩擦領域 とを有 し、前記

後方領域 と前記中間領域 とが、前記肌対向面を互いに対向させて積層され、

前記前方領域が、前記後方領域の前記非肌対向面に積層されるとともに、前

記低摩擦領域を覆 うことにある。

[001 0] この発明の第 3 実施形態は、前記使い捨て吸収性物品が、前記横方向へ延

びるとともに前記縦方向へ離間される第 1 および第 2 折曲線 と、前記後端縁

と前記第 1 折曲線 との間で画定された前記後方領域 と、前記第 1 および前記

第 2 折曲線の間で画定された前記中間領域 と、前記第 2 折曲線 と前記前端縁

との間で画定された前記前方領域 と、前記後方領域に位置するとともに前記

非肌対向面に設けられ前記裏面シー 卜よりも摩擦抵抗の小さい前記低摩擦領

域 とを有 し、前記前方領域 と前記中間領域 とが、前記肌対向面を互いに対向

させて積層され、前記後方領域が、前記前方領域の前記非肌対向面に積層さ

れるとともに、前記低摩擦領域がその外側に露出されることにある。

発明の効果

[001 1] この発明の第 1 実施形態によれば、使い捨て吸収性物品の非肌対向面には

、他の領域よりも摩擦抵抗の小さい低摩擦領域が形成され、 この低摩擦領域

が仮想横中心線よりも後端縁に位置するので、使い捨て吸収性物品とその外

側の着衣等との間の滑 りがよくなり、使い捨て吸収性物品と着用者の肌 との

間にせん断力が生 じるのを防止することができる。 したがって、使い捨て吸

収性物品とのせん断力によって発生する着用者の褥瘡を予防することができ

る。

[001 2 ] この発明の第 2 実施形態によれば、使い捨て吸収性物品を折 り畳んだ際に

、低摩擦領域がその外側に露出されないようにすることができるので、使い

捨て吸収性物品を複数積層させたときの取 り扱いを容易にすることができる

[001 3 ] この発明の第 3 実施形態によれば、使い捨て吸収性物品を折 り畳んだ際に

、低摩擦領域がその外側に露出されるので、 これ らを圧縮 して包装用袋に入

れた場合、使い捨て吸収性物品を包装用袋から 1 つずつ取 り出 しやすい。



図面の簡単な説明

[0014] [ 図 1] 使 い捨 て吸収性物 品の一実施形態である使 い捨 て尿パ ッ ドの肌対向面か

ら視 た平面図。

[ 図2] 尿パ ッ ドの非肌対向面か ら視 た平面図。

[ 図3] 図 2 の I I I — I I I 線 断面拡大図。

[ 図4] 尿パ ッ ドの分解斜視 図。

[ 図5] 他 の実施形態の尿パ ッ ドの非肌対向面か ら視 た平面図。

[ 図6] 他 の実施形態の尿パ ッ ドの非肌対向面か ら視 た平面図。

[ 図7] 尿パ ッ ドの折 り畳み を説明する斜視 図。

[ 図8] 尿パ ッ ドの包装体の斜視 図。

[ 図9] 図 8 の I X — I X 線 断面拡大図。

発明を実施するための形態

[001 5] 図 1 および 2 を参照すれば、尿パ ッ ド1 は、縦方向 Y および横方向 X を有

し、横方向 X へ延び る前後端縁 1 1 ， 1 2 と、縦方向 Y へ延び る両側縁 1 3

とを有 する。尿パ ッ ド1 は、横方向 X における寸法 を二等分する仮想縦 中心

線 2 _ 2 と、縦方向 Y における寸法 を二等分する仮想横 中心線 3 _ 3 とを有

し、仮想縦 中心線 2 — 2 において対称 である。尿パ ッ ド1 は、縦方向 Y にお

ける寸法 を約三等分 した中央 における中間領域 1 4 と、前方領域 1 5 と、後

方領域 1 6 とを有 する。

[001 6] 図 2 〜図 4 を参照すれば、尿パ ッ ド1 は、肌対向面 に位置する透液性 かつ

親水性 の表面 シ一 卜2 0 と、 その反対側 である非肌対向面 に位置する難透液

性 または不透液性 の裏面 シ一 卜3 0 と、 これ らシ一 卜2 0 ， 3 0 の間に位置

する吸収体 4 0 とを含む。表裏面 シ一 卜2 0 ， 3 0 は、 吸収体 4 0 の両端縁

か ら外方へ延 出 してエ ン ドフラ ップ 2 3 a ， 2 3 b を、 かつ、 吸収体 4 0 の

両側縁 か ら外方へ延 出 してサイ ドフラ ップ 2 4 を形成 する。 吸収体 4 0 と裏

面 シ一 卜3 0 との間には、漏れ防止シ一 卜6 0 が配置 され、表面 シ一 卜2 0

には、縦方向 Y へ延び るとともに、横方向 X へ離 間する一対の封 じ込めシ一

卜5 0 が配置 され る。



[001 7] 表面 シ一 卜2 0 と しては、例 えば、質量約 1 5 ~ 3 5 g / m 2 、好 ま しくは

約 1 8 ~ 2 3 g / m 2 のスパ ンボ ン ド繊維不織布 またはボイ ン 卜ボ ン ド繊維不

織布 を用いることがで きる。裏面 シ一 卜3 0 と しては、例 えば、質量約 1 0

~ 3 0 g / m 2 の スパ ンボ ン ド メル トプ ロ一 ン スパ ンボ ン ド （以 下 S M S

とい う）繊維不織布、 スパ ンボ ン ド繊維不織布、 または、 これ ら繊維不織布

の少な くともひ とつ とプラスチ ックフイルム とのラミネー トを用いることが

で きる。漏れ防止シ一 卜6 0 と しては、通気性 かつ不透液性 の プラスチ ック

フイルムを用いることがで きる。

[001 8] 封 じ込めシ一 卜5 0 と しては、例 えば、質量約 1 0 ~ 3 0 g / m 2 の S M S

繊維不織布 を用いることがで きる。封 じ込めシ一 卜5 0 は、前端縁 1 1 およ

び後端縁 1 2 間 において縦方向 Y へ延び るとともに、前後端縁 5 1 ， 5 2 と

、縦方向 Y へ延びていて、表面 シ一 卜2 0 に接合 され る近位側部 5 3 と、表

面 シ一 卜2 0 か ら離 間可能な遠位側部 5 4 とを有 する。遠位側部 5 4 には、

その長 さ方向に沿 って、封 じ込めシ一 卜5 0 によってス リー プまたはルー プ

が形成 され、 ス リー プまたはルー プ内に縦方向 Y へ延び る弾性体 5 5 が伸長

状態で収縮可能 に取 り付 け られ る。物 品の着用時 に、弾性体 5 5 の収縮力 に

よつて遠位側部 5 4 が表面 シ一 卜2 0 か ら着用者 の大腿 の側へ離 間 して、着

用者 の大腿部 に密着 し、排泄物 を封 じ込めシ一 卜5 0 の内側 に封 じ込め る。

[001 9] 吸収体 4 0 は、 吸液性 の芯材 4 と、芯材 4 の吸収面 および底面 を覆 う

テ ィッシュぺ一パ等の液拡散性 の被覆 シ一 卜4 2 ， 4 3 とを含む （図 3 参照

) 。芯材 4 と して、 この種 の吸収性物 品に一般 に用い られ る公知の吸収材

料、 すなわち、木材 フラ ッフパル プ、高吸収性 ポ リマ 一粒子、 または これ ら

の混合物等 を用いることがで きる。

[0020] 吸収体 4 0 は、仮想横 中心線 3 _ 3 近傍 の、縦方向における一定長 さ範 囲

にわた り、 その横方向 X における寸法が前後端縁 1 1 ， 1 2 におけるそれ よ

りも小 さ くされ る。 この実施形態 において、横方向 X における寸法が小 さ く

された領域 は、仮想横 中心線 3 _ 3 よ りも前方領域 に偏倚 していて、後方領

域 において前方領域 よ りも体液 を広 くかつ多 く吸収 で きるように形成 されて



いる。 したがって、仰向け姿勢で排尿された場合であっても、 これを確実に

吸収 し、尿パ ッ ド1 か ら漏れるのを予防することができる。

[0021 ] 尿パ ッ ド1 の非肌対向面には、他の領域である裏面シ一 卜3 0 よりも摩擦

抵抗が小さい低摩擦領域 7 0 が形成される。低摩擦領域 7 0 は、仮想横中心

線 3 _ 3 と後端縁 1 2 との間、より好ま しくは、後方領域 1 6 に配置される

(図 2 参照）。低摩擦領域 7 0 は、基材シ一 卜と、基材シ一 卜に塗布された

シ リコン樹脂 とを有する。基材シ一 卜としては、ポ リエチ レンやポ リプロピ

レン等の熱可塑性樹脂によつて形成されたプラスチックフイルムを用いるこ

とができ、 このフイルムに質量約 0 . 6 ~ 0 . 8 g / m 2のシ リコン樹脂が塗

布される。シ リコン樹脂 として、形態別では、溶剤系、無溶剤系、 または、

ェマルジ ヨン系のいずれも用いることができ、 また、硬化様式の違いによる

区分では、熱硬化型または紫外線硬化型のものを用いることができる。ただ

し、基材シ一 卜として熱可塑性 プラスチックフイルムを用いた場合には、シ

リコン樹脂を硬化させるために加熱すると、基材シ一 卜が溶融する可能性が

あるので、紫外線硬化型のシ リコン樹脂を用いることが好ま しい。

[0022] この実施形態において、低摩擦領域 7 0 における静摩擦係数は約 0 . 3 1

であ り、動摩擦係数は約 0 . 2 5 であった。裏面シ一 卜3 0 における静摩擦

係数は約 0 . 6 3 であ り、動摩擦係数は約 0 . 4 9 であった。

[0023] < 摩擦係数の測定>

摩擦係数 として、静摩擦係数および動摩擦係数を測定 した。静摩擦係数お

よび動摩擦係数は、 J I S P 8 4 7 ( b ) 水平法によって測定 した。水

平板用の試験片として、 J I S L 0 8 0 3 で規定される摩擦用綿布 「交織

3 号 （かなきん 3 号）」を用い、おもり用試験片として、低摩擦領域 7 0 に

配置されたシ リコン塗布シ一 卜、裏面シ一 卜3 0 をそれぞれ用いた。

[0024] 低摩擦領域 7 0 において他の領域よりも摩擦係数を小さくすることによつ

て、尿パ ッ ド1 は、その外側に位置する着衣等に対 して滑 りやす くな り、着

衣に対 して相対的に移動可能 となる。べ ッ ドの背もたれに対 して着用者がず

り下がるような場合であっても、尿パ ッ ド1 が着衣に対 して相対的に移動す



るので、尿パッド1 は着用者の肌に対 してずれ易く、着用者の肌との間にお

けるせん断力を小さくすることができ、着用者の褥瘡の発生を予防すること

ができる。尿パッド1 は、おむつと組み合わせてその内側に配置 して用いる

こともできるし、下着などの着衣の内側に配置 して用いることができる。

[0025] 低摩擦領域 7 0 が、裏面シ一 卜3 0 の全域に形成された場合には、資材量

が増大 してコス ト高の要因になるが、その一部に形成することによって、コ

ス ト高になるのを抑えることができる。また、裏面シ一 卜3 0 の全域に低摩

擦領域 7 0 が形成されると、裏面シ一 卜3 0 の剛性が増加するばかりでなく

、通気性も阻害され、尿パッド1 内が蒸れることが懸念されるが、これを予

防することもできる。さらに、裏面シ一 卜3 0 の全域に低摩擦領域 7 0 が形

成された場合には、その外側のおむつ全体が尿パッド1 に対 して滑りやすく

なるところ、特に排尿後には中間領域 1 4 およびその近傍に加わる荷重が大

きくなると、おむつがさらにずり落ちやすくなるが、これを予防することも

できる。

[0026] 上記のような尿パッド1 は、例えば、寝たきりの高齢者等に好適に用いる

ことができる。寝たきりの高齢者は、筋肉の衰え等によって、仙骨が突出し

、突出した仙骨の近傍部分と尿パッド1 とが他の部分よりも強 く接触 して、

これらの間にせん断力が生 じ褥瘡になりやすい。特に、ベッドの一部を背も

たれとして使用するために起立させたり、車椅子に移ったりする場合に、仙

骨の近傍部分と尿パッド1 との間にせん断力が生 じやすい。 しか し、低摩擦

領域 7 0 を後方領域 1 6 に配置することによって、これと仙骨の近傍部分と

が重なり、仙骨の近傍部分と尿パッド1 との間に或るせん断力が生 じるのを

効果的に防止することができる。

[0027] 図 5 は、低摩擦領域 7 0 の他の例を示 したものである。低摩擦領域 7 0 は

、縦方向Y へ延びるとともに、横方向X へ不連続に並ぶ複数の帯部分 7 に

よって構成される。帯部分 7 は、仮想縦中心線 2 _ 2 に位置する中央部 7

2 と、その両側であって隣接する帯部分 7 に対 して離間する複数の側部 7

3 とを有する。中央部 7 2 は、その横方向X における寸法が、側部 7 3 より



も大きくされる。具体的には、横方向X において、中央部 7 2 の寸法は約 1

2 0 m m 側部 7 3 の寸法はそれぞれ約 2 5 m m とすることができ、これら

中央部 7 と側部 7 3 との離間寸法、および、一対の側部 7 3 の離間寸法は

、それぞれ約 1 0 m m とすることができる。このように、横方向X へ不連続

に並ぶ複数の帯部分 7 を設けることによって、これらを連続 して設けた場

合に比べて、資材を低減 しコス トダウンを図ることができる。また、隣接す

る帯部分 7 の離間では、尿パッド1 の通気性を確保することも可能である

[0028] 上記実施形態では、低摩擦領域 7 0 として、基材シ一 卜にシリコン樹脂を

塗布 したものを用いたが、低摩擦領域 7 0 に対応する位置において、裏面シ

— 卜3 0 に直接シリコン樹脂を塗布することもできる。裏面シ一 卜3 0 とし

て繊維不織布を用いた場合には、シリコン樹脂の質量は、約 1 . 0 ~ 1 . 5

g / m 2 とすることができる。塗工方法としては、スプレー方式、ロール方式

、ディップ方式等のいずれも用いることができるが、非肌対向面にのみ塗布

することを考えると、スプレー方式またはロール方式を採用するのが望まし

し、。また、シリコン樹脂に替えてフッ素樹脂を用いることもできる。

[0029] 低摩擦領域 7 0 の基材シー 卜は、ホッ卜メル 卜接着材等の公知の接着手段

によって裏面シ一 卜3 0 に接着される。接着手段は、縦方向Y および横方向

X において連続的に塗布することもできるし、不連続に塗布することもでき

る。接着手段を不連続に塗布することによって、通気性を確保 し、尿パッド

1 内の蒸れを予防することができる。また、裏面シ一 卜3 0 と漏れ防止シ一

卜6 0 とを、図示 しないホッ卜メル ト接着材等の公知の接着手段によって互

いに接着することができるが、この接着手段もまた、連続的または不連続的

に塗布することができる。例えば、低摩擦領域 7 0 の基材シ一 卜と裏面シ一

卜3 0 とが連続的に塗布された接着手段によって接着されている場合には、

少なくともこれに対応する領域において裏面シ一 卜3 0 と漏れ防止シ一 卜6

0 とを不連続に塗布された接着手段によって接着することができる。このよ

うにいずれかの接着手段の不連続にすることによって、通気性を確保するこ



とができる。

[0030] 図 6 は、尿パ ッ ド1 の他の実施形態を示 したものである。 この実施形態で

は、吸収体 4 0 の一部 を切 り欠 き、体圧緩衝領域 4 4 を形成 したことを特徴

とする。 この実施形態では、体圧緩衝領域 4 4 は、後方領域 1 6 に位置する

吸収体 4 0 の芯材 4 が存在 しない領域 を設けることによって形成 される。

体圧緩衝領域 4 4 は、仮想縦中心線 2 _ 2 上 に位置するとともに、その横方

向 X 両側 には、芯材 4 が存在する。低摩擦領域 7 0 は、体圧緩衝領域 4 4

に重なるとともに、その横方向 X 両側 に延出 して配置される。体圧緩衝領域

4 4 は、他の領域 よりも芯材 4 の厚 さ方向における寸法が小さければよ く

、芯材 4 1 が実質的に非存在 となるように、その一部 を切 り欠 く場合のほか

に、その質量を他の領域 よりも小さ くする場合も考 え られる。

[0031 ] 上記のような尿パ ッ ド1 を高齢者が着用 した場合には、仙骨部分が体圧緩

衝領域 4 4 に位置するようにすることができる。 このように着用することに

よって、着用者の仙骨部分が尿パ ッ ド1 に強 く接触するのを防止することが

でき、 より一層、仙骨部分における褥瘡 を予防することができる。なお、低

摩擦領域 7 0 は、体圧緩衝領域 4 4 にのみ対応するように形成することもで

きる し、その横方向 X および縦方向 Y へ延出するように形成することもでき

る。

[0032] 低摩擦領域 7 0 は、横方向 X へ不連続 に並ぶ複数の帯部分 7 によって構

成することもできる。 この場合には、例えば、中央部 7 2 が体圧緩衝領域 4

4 に重な り、側部 7 3 が体圧緩衝領域 4 4 の両側 に位置する芯材 4 に重な

るようにすることもできる。

[0033] 図 7 ~ 9 は、上記のような尿パ ッ ド1 を包装するときの態様 について示す

。図 7 を参照すれば、尿パ ッ ド1 は、横方向 X に延びるとともに縦方向 Y に

離間された第 1 および第 2 折曲線 1 7 ， 8 を有する。第 1 および第 2 折曲

線 1 7 ， 8 は、尿パ ッ ド1 の縦方向 Y における寸法をほぼ三等分する線 に

—致するとともに、第 1 折曲線 1 7 は後端縁 1 2 側 に位置 し、第 2 折曲線 1

8 は前端縁 1 1 側 に位置する。尿パ ッ ド1 は、中間領域 1 4 と後方領域 1 6



とが、表面シ一 卜2 0 を互いに対向させて第 1折曲線 1 7 に沿って折り曲げ

られ、さらに、後方領域 1 6 の裏面シ一 卜3 0 を覆うように前方領域 1 5 が

第 2 折曲線 1 8 に沿って折り曲げられる。このように折り曲げられることに

よって、前方領域 1 5 が外側に露出し、後方領域 1 6 がその内側になるよう

に三つ折にされる。 したがって、後方領域 1 6 に配置された低摩擦領域 7 0

は、三つ折にされた前方領域 1 5 の内側に位置 し、外側に露出されることが

ない。

[0034] 図 8 および 9 を参照すれば、上記のように三つ折にされた尿パッド1 は、

その厚さ方向に複数積層された包装用袋 4 の内部に収納されて包装体 5 が形

成される。尿パッド1 は、その一定枚数が積層されると、包装装置における

—対のアーム （図示せず）によって挟持 圧縮されて包装用袋 4 内に収納さ

れる。尿パッド1 は、低摩擦領域 7 0 が三つ折にされた外側に露出されるこ

とがないので、アームによって挟持 圧縮された場合であっても、これら積

層状態が維持されて、包装用袋に収納することができる。仮に、低摩擦領域

7 0 が外側に露出されるように折り畳まれた場合には、互いに積層された尿

パッド1 が低摩擦領域 7 0 によって滑って しまうから、アームによって挟持

した時に積層状態が崩れて包装用袋 4 に収納することができない可能性があ

る。

[0035] ただ し、包装用袋 4 に尿パッド1 を一枚ずつ投入 し、袋内でそれらが積層

されるような場合には、尿パッド1 の低摩擦領域 7 0 がその外側に露出され

るように折り畳むようにしてもよい。このように低摩擦領域 7 0 が外側に露

出された場合には、包装用袋 4 から尿パッド1 を容易に取り出すことができ

る。尿パッド1 が圧縮されて包装用袋 4 に収納された場合には、尿パッド1

が取り出しにくく、 1 つの尿パッドを引っ張ると隣接する他の尿パッドも引

きずり出て しまうことがあるが、低摩擦領域 7 0 を介 して隣接されることに

よって、尿パッド1 を 1 つずつ容易に取り出すことができる。

[0036] 以上に記載 したこの発明に関する開示は、少なくとも下記事項に要約する

ことができる。



この発明の第 1実施形態は、以下の使い捨て吸収性物品 1 の改良にかかわ

る。使い捨て吸収性物品 1 は、縦方向Y および横方向X を有 し、肌対向面お

よびその反対側である非肌対向面と、前記縦方向Y における寸法を二等分す

る仮想横中心線 3 _ 3 および前記横方向X における寸法を二等分する仮想縦

中心線 2 _ 2 と、前記横方向X へ延びる前後端縁 1 1， 1 2 と、前記肌対向

面に位置する表面シ一 卜2 0 と、前記非肌対向面に位置する裏面シ一 卜3 0

と、前記表裏面シ一 卜2 0 ，3 0 の間に位置する吸収体 4 0 とを含む。

[0037] この発明の第 1実施形態は、上記使い捨て吸収性物品 1 において、以下の

点を特徴とする。

前記非肌対向面には、他の領域よりも摩擦抵抗の小さい低摩擦領域 7 0 が

設けられ、前記低摩擦領域 7 0 は、前記仮想横中心線 3 _ 3 と前記後端縁 1

2 との間に位置する。

[0038] この発明の第 1実施形態は、少なくとも下記の実施の形態を含むことがで

きる。

( 1 ) 前記低摩擦領域 7 0 は、少なくともシリコン樹脂およびフッ素樹脂の

一方を含む。

( 2 ) 前記低摩擦領域 7 0 は、前記吸収体 4 0 と重なる。

( 3 ) 前記低摩擦領域 7 0 は、前記縦方向Y へ延びるとともに、前記横方向

X へ不連続に並ぶ複数の帯部分 7 によって構成される。

( 4 ) 前記低摩擦領域 7 0 は、基材シー トと、前記基材シー トに塗布された

シリコン樹脂とを有する。

( 5 ) 前記吸収体 4 0 は、吸液性の芯材 4 と、前記仮想横中心線 3 _ 3 お

よび前記後端縁 1 2 間に位置するとともに他の領域よりも前記芯材 4 の厚

さ方向における寸法が小さい体圧緩衝領域 4 4 を備え、前記低摩擦領域 7 0

は、前記体圧緩衝領域 4 4 に重なる。

[0039] この発明の第 2 実施形態は、前記使い捨て吸収性物品が、前記横方向X へ

延びるとともに前記縦方向へ離間される第 1 および第 2 折曲線 1 7 ， 8 と

、前記後端縁 1 2 と前記第 1折曲線 1 7 との間で画定された後方領域 1 6 と



、前記第 1 および第 2 折曲線 1 7 ， 8 の間で画定された中間領域 1 4 と、

前記第 2 折曲線 1 8 と前記前端縁 1 1 との間で画定された前方領域 1 5 と、

前記後方領域 1 6 に位置するとともに前記非肌対向面に設けられ前記裏面シ

一 卜3 0 よ りも摩擦抵抗の小さい前記低摩擦領域 7 0 とを有 し、前記後方領

域 1 6 と前記中間領域 1 4 とが、前記肌対向面を互いに対向させて積層され

、前記前方領域 1 5 が、前記後方領域 1 6 の前記非肌対向面に積層されると

ともに、前記低摩擦領域 7 0 を覆 うことにある。

[0040] この発明の第 3 実施形態は、前記使い捨て吸収性物品が、前記横方向 X へ

延びるとともに前記縦方向 Y へ離間される第 1 および第 2 折曲線 1 7 ， 1 8

と、前記後端縁 1 2 と前記第 1 折曲線 1 7 との間で画定された後方領域 1 6

と、前記第 1 および前記第 2 折曲線 1 7 ， 8 の間で画定された前記中間領

域 1 4 と、前記第 2 折曲線 1 8 と前記前端縁 1 1 との間で画定された前方領

域 1 5 と、前記後方領域 1 6 に位置するとともに前記非肌対向面に設けられ

前記裏面シ一 卜3 0 よ りも摩擦抵抗の小さい前記低摩擦領域 7 0 とを有 し、

前記前方領域 1 5 と前記中間領域 1 4 とが、前記肌対向面を互いに対向させ

て積層され、前記後方領域 1 6 が、前記前方領域 1 5 の前記非肌対向面に積

層されるとともに、前記低摩擦領域 7 0 がその外側 に露出されることにある

[0041 ] 使 い捨て吸収性物品の一例である使い捨て尿パ ッ ド1 を構成する各構成部

材には、 この明細書 に記載 されている材料のほかに、 この種の分野において

通常用い られる、各種の公知の材料を制限な く用いることができる。 また、

この発明の明細書 において、用語 「第 1 」および 「第 2 」は、同様の要素、

位置等を単に区別するために用い られていて、各構成部材の配列順位、重要

度等を示すものではない。

符号の説明

[0042] 尿パ ッ ド （使い捨て吸収性物品）

2 - 仮想縦中心線

3 - 3 仮想横中心線



4 包装用袋

5 包装体

目き縁

後 贿 縁

4 中間領域

5 前方領域

6 後方領域

第 1 折曲線

8 第 2 折曲線

0 表 面 シ 一 卜

0 裏面 シ一 卜

0 吸収体

、材

4 体圧緩衝領域

0 低摩擦領域

帯部分

X 横方向

Y 縦方向



請求の範囲

[ 請求項 1 ] 縦方向および横方向を有 し、肌対向面およびその反対側である非肌

対向面 と、前記縦方向における寸法 を二等分する仮想横 中心線 および

前記横方向における寸法 を二等分する仮想縦 中心線 と、前記横方向へ

延びる前後端縁 と、前記肌対向面 に位置する表面シー トと、前記非肌

対向面 に位置する裏面シ一 卜と、前記表裏面シ一 卜の間に位置する吸

収体 とを含む使 い捨て吸収性物品において、

前記非肌対向面 には、他の領域 よ りも摩擦抵抗の小さい低摩擦領域

が設 け られ、前記低摩擦領域 は、前記仮想横 中心線 と前記後端縁 との

間に位置することを特徴 とする前記使 い捨て吸収性物品。

[ 請求項 2 ] 前記低摩擦領域 は、少な くともシ リコン樹脂 および フッ素樹脂の一

方 を含む、請求項 1 記載の使 い捨て吸収性物品。

[ 請求項 3 ] 前記低摩擦領域 は、前記吸収体 と重なる、請求項 1 または 2 記載の

使 い捨て吸収性物品。

[ 請求項 4 ] 前記低摩擦領域 は、前記縦方向へ延びるとともに、前記横方向へ不

連続 に並ぶ複数の帯部分 によって構成 される、請求項 1 ~ 3 のいずれ

かに記載の使 い捨て吸収性物品。

[ 請求項 5 ] 前記低摩擦領域 は、基材シー トと、前記基材シー トに塗布 されたシ

リコン樹脂 とを有する、請求項 1 ~ 4 のいずれかに記載の使 い捨て吸

収性物品。

[ 請求項 6 ] 前記吸収体は、吸液性の芯材 と、前記仮想横 中心線 および前記後端

縁間に位置するとともに他の領域 よ りも前記芯材の厚 さ方向における

寸法が小さい体圧緩衝領域 を備 え、前記低摩擦領域 は、前記体圧緩衝

領域 に重なる、請求項 1 ~ 5 のいずれかに記載の使 い捨て吸収性物品

[ 請求項 7 ] 前記使 い捨て吸収性物品が、前記横方向へ延びるとともに前記縦方

向へ離間される第 1 および第 2 折曲線 と、前記後端縁 と前記第 1 折曲

線 との間で画定された後方領域 と、前記第 1 および第 2 折曲線の間で



画定された中間領域 と、前記第 2 折曲線 と前記前端縁 との間で画定さ

れた前方領域 と、前記後方領域 に位置するとともに前記非肌対向面 に

設 け られ前記裏面シー 卜よ りも摩擦抵抗の小さい前記低摩擦領域 とを

有 し、前記後方領域 と前記中間領域 とが、前記肌対向面 を互いに対向

させて積層 され、前記前方領域が、前記後方領域の前記非肌対向面 に

積層 されるとともに、前記低摩擦領域 を覆 う、請求項 1 ~ 6 のいずれ

かに記載の前記使 い捨て吸収性物品。

[ 請求項8] 前記使 い捨て吸収性物品が、前記横方向へ延びるとともに前記縦方

向へ離間される第 1 および第 2 折曲線 と、前記後端縁 と前記第 1 折曲

線 との間で画定された後方領域 と、前記第 1 および前記第 2 折曲線の

間で画定された前記中間領域 と、前記第 2 折曲線 と前記前端縁 との間

で画定された前方領域 と、前記後方領域 に位置するとともに前記非肌

対向面 に設 け られ前記裏面シー トよ りも摩擦抵抗の小さい前記低摩擦

領域 とを有 し、前記前方領域 と前記中間領域 とが、前記肌対向面 を互

いに対向させて積層 され、前記後方領域が、前記前方領域の前記非肌

対向面 に積層 されるとともに、前記低摩擦領域がその外側 に露出され

る、請求項 1 ~ 6 のいずれかに記載の前記使 い捨て吸収性物品。
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